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ピアポント：風車病の著者あとがき

私は何世代にもわたるニュー・イングランド州民です。教師と作家の家庭に生まれ育ちました。祖父は、私と同じく医者で生態学者でした。とてもよい小学校（ニュー・カナーン・カントリー・スクール、1970）と高校（ミルトン・アカデミー、1973）を卒業後、奨学金National Merit Scholarshipを得て、イエール大学に進み、1977年、生物学を専攻で学士号を得ました。1985年、プリンストンで行動生態学behavioral ecologyのPhD（博士号）を取得し（うち一番訓練を受けたのは行動小児科学behavioral pediatricsです）、ポスドクはアメリカ自然史博物館で鳥類学を修め、32歳を過ぎてからジョンズ・ホプキンス大学医学部で医師免許MD degree(1991)を得ました。

私は自分の学んだ生態学に人間の顔を与えたいと思い、それに子供の顔を選んで、ワシントンDCの小児ナショナル・メディカル・センタ－でイのンターンを経て小児科医になり、（私の夫が田舎者でワシントンが嫌いなので）レバノンのダートマス・ヒッチコック・メディカルセンターで研修医を勤めました。

夫は、ワシントンを嫌う感情と、ありそうもない名前(Calvin Luther Martin)にもかかわらず、ちゃんとして人です（元ルッジェール大学教授で有名な学術書の著者でもあります）。私たちの2人の子ども（2人とも養子）はもう成人しており、私たちには孫もいます。

私は現在（2009）54歳です。

私は根っから　の自然愛好家で、PhDの研究のときには、アマゾンのジャングルで数年間テント生活をして鳥の生態を研究しました。自然と未開の文化を求めて、私と夫は、ベーリング海に近いアラスカ・ツンドラのユピック・エスキモーと何年間か住んだこともあり、そこで私は原住民病院の小児科医長を勤めました。同様に、医学部の副インターン時には、ナバホ居留地でひと夏を過ごしました。

ニューヨーク州フランクリン郡マローン（州の最も貧しい地域）で小児科医として3年間過ごし、同時にセイント・レジス・モホーク・ネイション（ニューヨーク州ホガンスブルグ）の小児科医を勤めました。それに続く3年間（2000～03）、ニューヨーク州、クーパースタウンのバセット・ヘルスケアの小児科で上級医師senior attendingでした（正直を言うと、有名な野球殿堂は訪れませんでした）。バセットはコロンビア大学の教育用の病院で、私はコロンビア大学内・外科の小児科助教授でした。
私はニューヨーク州認定の小児科医で、アメリカ小児科学会フェロー（正会員）です。最近は、専門を行動医学behavioral medicineに限り、大人も子供も診ています。ニューヨーク州北部の広範囲から患者が集まってきています。かなり多数の行動医学のポスドク生を抱えており、自分自身の行動生態学behavioral ecologyのドクタートレーニングと組み合わせています。
私の風車病研究は、行動生態学と行動医学との所産です。

一番よいと思うのは、この仕事が好きなことです。私は同情と品度をもって患者に接し、大きな喜びを受け取ってもいます。（子供たちが喜ぶことは、私が彼らの指を注意深く数えることです）。私は旧式な医院の家で診療をしています。夫の焼くトーストの匂いがかすかに漂ってきます。ノーマン・ロックウェル（画家）のアメリカです。
